
様 式 2 昭和 67年 度 技術開発実施1継 書

ア

‐
‐
ヽ

鵞 営林(奏 )局

課

題

鮮婚別体 に
朦鶏別 鯵 竹

担

当

由1舞 :

教メ1縄んユ

開

発

箇

所

ル |イ
ム4

角
`η

ふ

/＼ ウヽ "′

期

間

柳ζ∫lrk

郷?‖後

予

算

科

目

技

術

開

発

経  費 名 数 量 単 価 金  額

物 件 喪 鋏
堵

一割れ脚

千円

′″//弓
宅・費のぅ孫iル、

役 務 費
焔ζ攀省 /2

目

　

的

夕定永ゅ||チうfに″気■1ハ |こ″「7

ず1'わ
'に

イ支蠣句本み
`ttは

,ヽ 参. 人 件 費 、縫口な
人

4とク
計

―

ヽ
＼

`′
つ

画計体全 過経施実

分tFf年当

画計/Xu“夭 果結施実 評価お よび普及計 画

/上玄,tらイフ1'lf勢 アヽ1ク 1

1硼 /レ ι迫́須タ

Pt諮へ晨夕上の役た
。り姓 }り

′
力:ム

:ち ]/γ雅13級我
けノイ(1く アう係

`た
ノi卜 し√′ι

ムう′ム
釣人も

'7′

う問た 践●(
じ

t,科れ、ゎ(ふ・_t荀長11)
P)'千 葉了′井多影Юケ

`∂

オ玖
(|'ス十一|レ木

`ル

lく ∫ゝ′漫晨

箱争乱11:督
j引

|チ:→1絆

lZ,n‐ llr寒でマうアイ、tブtた,し /ヽりIιJヽあサЙ

d)人13的 |′ IЮ t嗜 矢
`4起

上さく

嘉 弁豊

性 鮭句夜乍如

/1謂
メi麺島11は

常
“

′ぞ7N点 だつ」kた

441か碓ヤ

ぎ、ャ″調tめ 【i′と

ム乗おい在′

υなイイ前の、スノ子|メイルI細 ^穴
ガ′ア

の
現務獅″噛

ツ、
`り

午オイタを
`響

ノ「の″月こ́ 佐瞬t・

影4メモ才夜え`やι、ヽ9。

°
』瞥摯夕″聯悔瘍箕
‐ぃないゃ

“

ぢ′′牟夕なぃい7げ ,

かわ力1にも4質ι

′滋颯1夕
j″ )ねて

ヽヽ :シ｀ o

|ぉ |シ 1封 |′ ′lζ ″

`ヽ

東姓́ Fkた 101ο 101

初スンη

'上
[210L2酸

亘上」整鍼,10_1919
´1■■

-8-―

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



(為 永.裸 数 )
昭 和 ′ 7年 度 技 術 開 発 実 施

報 告
書

′摂

　

　

題

書類別紅 観 》 担

　

　

　

当

勧 繰

開

発

簡

所

ノイ々「Zi l風

へ べ

島憔

期

　

　

　

間

曰劣神ユ

,ミ

呵御k

′鏑友

予

"

科

目

技

術

開

発

経  費
口
“ 名 敵 最 単 価 金  額

物 件 費

引1_襦 我
//」

千 円

リリ類 の「0多在えブヽ

役 務 費 ,o2イみ17た イ
目
　
　
的

ササ換 つ『ら法は壇震象1竃を驚薄耳哺ミざまジ迄にヽヽ4秒I今後熟 3だ |・瀦移亀
こ刻しう舞考1の 熱乃た、乏́ ~|ジ

“

采釣 あPA弟磁蜘乏|¶発 し、物 tは
ク`ろ。

人 件 費 陥 靖 7人 J′

― _ ＼ ′オ D

全 体 計 画 実 週経施

分tfF年当

メ

`  
施  計  画 ぇ  施  結  果 if nhぁ・ょび 済及 :|十 両

ス
影:筋,繹|“

J)イ」Llll:勇[肴 1

υノ 労ん々
`ブ

ム

ノ、あ誅 らム 、
tリ  イウ 0み多厖
②イAl・l■ ぢと希1

② 鷲轡 みム

の イカ撃釣あ浜ス

6ζ礎
ノしИ滋な

`ら

し,
②共え

けり婦隻慟ゆ
"腱

ス
(1彎 たヽム建 卜l考 ,継棒♪

C)緯文/1・ ク多リム

④ 静彎の1西常に1

tlW墨
(,)И鮮 ノイ勤チ皮

| ′解″″奪た
ノー(2メリトン,ζ 力やれ を毅史
こた∂(34つ

“

,ネちlηリ

メ、湖κttυょμtt■
口
'ス

ー(ノ リlフロι
'へ

駿て幼ミ
(ヘベ、t響颯♪

的 タス 楓 査 、

′、減″担∬～ょZ与ヘ
P多 膨 イ1クク彩 IJ資

の
観察鮮蓼ui協脇[λt
iごオちχ し八

Pリ スチ~ル木/ノじィリぃて撃、補恥 F

分|よ ツサДム・イセォ波ムとこみ教t人 .

Bジ 〃 1花夜 遼 _キI苺 ヮ晟 ぅ に刀 ては

■に体夕3友ゑ )ヽ.

ノ

/、 勤 ス調査.

ジ,Z厖 9ビ客墨堕′雄力tと引功t

ルノツクオ安耳いl敬4夜ワイ壺ぶEと

励 1筆
`42り

乃アηここごく
なと,そ 、擁レ)'%千 ケ3人も携をぅ
ぅ乏チ〕l よノイ/月そⅢ24ノ タノ]を生Lて゛

|:業ィ将タスを均1几タヘカ峰効勲 "

顎犠錫窮 輪 勧 η勲
.

ヌチ〃ι右ノイ唯考Fク)(′セλてのに
フリζ麻滋 lttτた,と り'ι勁嗜区
471トユヽ乙げ、ツノクでイタコ暑メ〕守
放し

^オ
め、ワ薇フリ/だ]冽6ィ ι∫3■

膨.″クたけT/11二 |ンセtム :

スター/tネイル4,夜切翡砂ム雁壼
11夕で単こ|→こべ'(♯ぐゑ1巧 フ

てヽ うヽ多
「

、オ線笙月二Lと2ズ ,ヽう .

所1… 14赫η勿来年

全 くヶ3水 み りヽ.

ノ

θ.

ス

身

知¬ふハてくリツぅグラヵ
ル メち64,とぢぇぅ

夕、″
―/レイイノロよ́ 家

角珈 とにつ魏
夕み )`。

メ、l嘲L夕造

“

ィタな
を1フ嘲よ″勲よ
脚

｀
'ハ 、

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課 題 名 サ サ 類 の 防 除 法

課 題 区 分 指  示
開 発

期 間

llll和 53年度

llll和 58年度
担 当 高千穂営林署

目

標

ササ類の防除は塩素酸塩系防除剤で実施していたが,今後新たに開発される薬剤の試験並び

に効果的技術を開発し体系化をはかる。

結

果

(1)抑止板によるササのlLl発抑止効果は見られるが,抑止板以外の所にササ,ク マイテゴ等が

繁茂し造林木を被圧したため下刈の省力は初年度のみであまり効果は1朋侍できない。

(2)サ サの結実促進試験については開花結実の効果は現われていないので評価できない。

(3)除草斉1試験については,試験地を立本処分し,更新のためフレノックによる地作枯殺を行

なったので木試験として‐
i17価 できない。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内 容 項 目 内 容 項 目 内 容

普 通 植 栽 巣 植

樹 種 ス ギ 樹 種 ス ギ

苗 齢 1年 生 苗
△
¬ 1年 生

根 元 直 径 0.8ε″ 根 元 直 径 0.86■l

苗 長 5 2a屁
●
■ 長 49α″

んα当た り本 数 2,800木 んα当た り本 数 一ｂ９
“ 0 0本

地 1存 筋 地 怖 筋 メll

植 付 方 式 方 形 植 植 付 方 式 身1 植

下 刈 回 数 4 回 下 刈 回 数 5 Lnn

開発経過と調査内容

別紙記録のとおり
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評価及び普及指導

ササに対し薬剤による枯殺効果を実験するとともに,抑止板による再発生抑止,な らびに結実促

進による枯殺方法等,化学的,物理的,生理学的方法について,効果と経済性を比較検討し,収穫

から造林に至る連携技術の確立を図ることとしたが,これを達成することはできなかったものの巣

植箇所に一部評価すべき点があった。

巣植箇所は海抜 1,340れ に位置し,スズタケも3“位の密生した箇所であったが,等高線筋刈

地作したことにより,寒害 ,風害等の保護の役目をしたものと思われる。
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サ サ 類 の 防 除 法

1.試 験 地 設 定

(1)場  所 祖母山国有林 79か林小班

(2)設定時期 抑止板       昭和 53年度

ササ結実,除草剤  昭和54年度

2.抑 止 板 によ る ササの 再 発生 防止 試 験

昭和 53年度ササの抑止板による再発生抑止試験地を設定し,その効果を調査してきたが,昭和

55年度においては抑止板以外の所にササ,ク マイチゴ等が繁茂し,造林本を完全に被圧するように

なり,昭和 55年度から昭和58年度まで下刈を実行しなければならない状況であつたため,抑止

板の効果は下刈の省力には期待できない。

造林木の生長状況は表 1のとおり対照区に比べ上長成長は劣るが,根元径においては優れている

ので,今後の生長は期待できる。

表 -1

年 度 樹 種
対  照  区 抑 止 板 使 用 区

樹 同 根 元 径 樹 同 根 元 径

54 ス ギ 52a7t 0.8 伽 49鍬 0.8 磁

55 ″ 85 72 1.4

56 ″ 111 1.6 103 1.7

ワ
′

貫
υ 〃 139 2.6 124 31

58 169 3.6 157 4.1

成 長 量 117 2.8 108 3.3

3.サ サ結実促進試験地

昭和54年度ササの結実促進による枯殺試験地を 6箇所設定し,表 2のように施業を行い追跡調

査をしたが開花結実しないので効果は期待できない。
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表 -2

試 験 区
54年 5月 54年 6月 54年 7月 54年 8月 54年 7月

熔成 luF肥 塩化 加里 ジベレリン ジベレリン ジベレリン

1

んα

0.01 05 0.25
倍液

20
倍液

20
倍液

20
０
４ 001 10 050 20 20 20

3 0.01 2.0 100 20 20 20

4 0.01 05 0.25 10 10 10

5 0.01 1.0 050 10 10 10

6 0.01 20 1.00 10 10 10

4.除 草 剤試 験地

昭和 54年 7月 ,フ レノック 30K2(o.o3んα)を散4i夕 昭和 54年 8月 にダウボン30ゆ (0.0

3 ια)ク サ トール 40K夕 (o05んα)を散布し調査していたが,昭和 55年度に当試験地を立木処

分し更新のため,昭和 56年 12月地持のためフレノックを全面散布したため調査不能となったた

め中止した。
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抑止板設置当初 (普通植栽 )

昭和55年 7月

普通植栽箇所の成長状況
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昭
和
５５
年
７
月

巣

植

箇

所

の

成

長

状

況

昭和59年 5月

巣 植 箇 所 の 成 長 状 況
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